佐倉市都市公園条例の一部改正について
1． 概要
「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律」（第2次一括法）が平成23年8月30日に公布され、都市公園法、都市公園施行令を参酌し、条例化することとなりました。
　ついては、佐倉市都市公園条例の一部改正を定めるものです。
2． 条例に定める内容
1） 都市公園法
1 都市公園の設置基準
１　市民一人当たりの都市公園等の敷地面積の基準
２　都市公園の配置及び規模の基準
2 公園施設の設置基準
１　一の都市公園に公園施設として設けられる建築物の建築面積の総計
　　の当該都市公園の敷地面積に対する割合
佐倉市都市公園条例の改正内容
1） 都市公園法
1 　都市公園の設置基準・・・都市公園法第3条第1項
　１　市民一人当たりの都市公園等の敷地面積の基準
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（都市公園法施行令第1条の２）
　良好な都市環境を形成するため、定量的に都市公園がどの程度確保されれば満足すべき生活環境となるかを明らかにする必要があることから、市町村の区域内及び市街地の住民一人当たりの都市公園の敷地面積の標準が参酌基準として定められております。


　　○佐倉市基準の考え方
　　　平成24年3月31日における現状
　　
　佐倉市には、平成24年3月31日現在、324ヶ所、148.41haの公園等があります。このうち、条例により定める基準の対象公園は、市が都市公園法に基づき設置し、開設された公園は、佐倉市の区域内（市域全体）が280ヶ所、132.14ha、市街地（都市計画区域内）233ヶ所、125.51haとなります。
　次に佐倉市における住民一人当たりの都市公園の面積は、佐倉市の区域内では8.43㎡／人、市街地では8.05㎡／人となっている状況です。
　市街地内においては、参酌基準を満たしていますが、佐倉市の区域内においては、参酌基準に達しておりません。このため、市街地内については基準を設けませんが、佐倉市の区域内については、今後も、引き続き、自然環境等を活用した都市公園の整備を行う必要があることから、市域の区域内の参酌基準を佐倉市基準として定めるものです。
　２　都市公園の配置及び規模の基準（都市公園法施行令第2条）
　都市公園には設置する目的が様々ありますが、適切な規模の公園を適切な位置に配置し、その機能を最大限に発揮させる必要があることから、設置する目的ごとに配置及び規模が参酌基準として定められております。
次に掲げる都市公園を設置する場合は、それぞれの特質に応じて均衡を図り、
かつ、防火、避難等災害の防止に資するよう考慮するほか、次に掲げるところ
によりその配置及び規模を定めます。
	参酌基準
	佐倉市の基準

	主とする目的
	配置
	敷地面積
	敷地面積

	街区内に居住する者の利用に供することを目的とする都市公園（街区公園）
	街区内に居住する者が容易に利用できるように配置
	0.25haを標準
	0.25haを標準

	近隣に居住する者の利用に供することを目的とする都市公園(近隣公園）
	近隣に居住する者が容易に利用できるように配置
	2haを標準
	2haを標準

	徒歩圏域内に居住する者の利用に供することを目的とした都市公園（地区公園）
	徒歩圏域内に居住する者が容易に利用できるように配置
	4haを標準
	4haを標準

	一の市町村の区域内に居住する者の休息、観賞、散歩、遊戯、運動等総合的な利用に供することを目的とする都市公園
	容易に利用できるように配置
	利用目的に応じて都市公園の機能を十分発揮できる敷地面積
	利用目的に応じて都市公園の機能を十分発揮できる敷地面積

	運動の用に供することを目的とする都市公園
	
	
	

	一の市町村の区域をこえる広域の利用に供することを目的とする都市公園で、休息、観賞、散歩、遊戯、運動等総合的な利用に供されるもの
	
	
	

	公害又は災害を防止することを目的とする緩衝地帯としての都市公園
	設置目的に応じて都市公園としての機能を十分発揮できるように配置し、及びその敷地面積を定める
	設置目的に応じて都市公園としての機能を十分発揮できるように配置し、及びその敷地面積を定める

	風致の享受の用に供することを目的とする都市公園
	
	

	動植物の生息地又は生育地である樹林地等の保護を目的とする都市公園
	
	

	市街地の中心部における休息地又は観賞の用に供することを目的とするその他都市公園
	
	


　
○佐倉市基準の考え方
　佐倉市における都市公園は市が計画段階から配置及び規模を位置づけ整備を行った公園の他、区画整理や開発行為で設けられる公園も含まれております。佐倉市の都市公園の現状は、街区公園、近隣公園において、参酌基準に及ばないものもある状況であり、地区公園は参酌基準を超えている状況です。
　小規模な公園もございますが、今後も人口規模を考慮して適切に公園を設置するため、参酌基準と同内容を条例に定めることとします。
　　　　公園施設の配置基準
2 　一の都市公園に公園施設として設けられる建築物の建築面積の総計
　　の当該都市公園の敷地面積に対する割合
　　　　　　　(都市公園法第4条第1項及び同法施行令第6条)　
　都市公園は本来、屋外における休息や運動等のレクリエーション活動を
行う場所です。
　また、都市環境の改善や生物多様性の確保、災害時における避難地等としての機能を目的とする施設であることなど、基本的な機能を有することが
必要であります。
　このようなことから、公園敷地内の建築物により、公園としての本来機能に支障をきたすことを避けるため、公園施設として設けられる建築物の建築面積の都市公園の敷地面積に対する割合（建蔽率等）が、参酌基準として定められております。
	　公園施設の種別
	建築面積の割合（％）

	
	
	参酌基準
	佐倉市基準

	　
	建築物
	2
	2

	特例
	休養施設、運動施設、教養施設、備蓄施設、災害応急対応に必要な施設
	＋１０
	＋１０

	
	休養施設又は教育施設のうち、国宝や重要文化財等
	＋２０
	＋２０

	
	屋根付き広場、屋根付き野外劇場等
	＋１０
	＋１０

	
	仮設公園施設
	＋２　
	＋２　


　○佐倉市基準の考え方
	公園名
	公園面積(ha）
	建築面積
(㎡）
	施設割合
(％)
	備考

	佐倉ふるさと広場
	1.4
	259.9
	1.86
	

	岩名運動公園
	17.4
	3,990.42
	2.28
	※下記

	上座総合公園
	9.9
	768.6
	0.77
	

	佐倉城址公園
	21.31
	300.08
	0.14
	

	臼井城址公園
	2.8
	54
	0.19
	

	七井戸公園
	4.6
	115.19
	0.25
	

	直弥公園
	4.3
	105.75
	0.24
	

	施設割合平均
	―
	―
	0.82
	

	※　都市公園法施行令第6条2項により、運動施設、備蓄施設の設置に関しては

	　　　公園敷地面積の10％を限度とし認められる。
	
	


現在のところ、参酌基準の拡大、縮小すべき要因もないことから、
参酌基準と同様の内容を条例で定めることとします。
　　　　　区分　　　　　　　　　　　　　国の参酌基準　　　　佐倉市の基準


市民一人当たりの公園等面積　　　　　　　10㎡以上　　　　　10㎡以上


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


市街地の住民一人当たりの公園等面積　　　　5㎡以上　　　　　　　―








開設された公園及び緑地数　　　　　　　　　　　324ヶ所


開設公園及び緑地面積　　　　　　　　　　　　　148.41ha


佐倉市の人口　　　　　　　　　　　　　　　　　176,072人


市民一人当たりの公園等面積　　　　　　　　　　8.43㎡


市街地の住民一人当たりの公園等面積　　　　　　8.05㎡














 6 / 6

